
中央図書館の電子化について

中央図書館図書総務課

②雑誌 目録

燗82の 愛称で親 しまれてお り、本部キャン

パス以外に医学部 ・農学部 ・生物理工学部で

所蔵する学術雑誌を一括 して検索することが

可能です。平成12年11月 末現在でタイ トル数

約1万1千 件、所蔵数約1万7千 件のデータが

搭載 されています。ただ し、短期保存の新聞

やブラウジング雑誌のデータは搭載されてい

ませんのでご留意 ください。

上記の図書 ・雑誌 目録検索 システムは、い

ずれも図書館 のホームページか らリンクが張

られています。

2.索 引 ・抄録 データベ ース

索 引や抄 録 のデ ー タベ ース は近 年 ます ます

重要視 されて お り、特 に自然 科学系 で は研 究

活動 に不可欠 な もの も存在 します。

中央 図書 館 では平成9年 に索引 ・抄録 デ ー

タベース を運用 す るため のサ ーバ 機 を導 入 し

て次 のシス テムを運用 してい ます。

①ERLサ ー バ

ERL(ElectricReferenceLibrary)は 米 国 の

SilverPlatter社 が 開発 したシス テムで、複数 の

索 引 ・抄録 デ ー タベ ース を同一 の検 索 シス テ

ムで運用 で きるのが最 大 の特 徴 です。搭 載で

きるデ ー タベ ースの種類 も多 く、国 内で も多

くの導入実績が あ ります。

当該 システ ムで は、現在 以下 のデ ー タベ ー

ス を運用 してい ます。

中央図書館では平成4年11月 から本格的な

図書館の電算化を開始 し、丸7年 の歳月が経

過 しました。開始当初は大規模大学の殆 どが

汎用機 を利用 してお り、インターネットが今

日の ように爆発的な普及 を遂げるとは予想だ

にされておらず、今 日の状況は隔世の感があ

ります。

本格的なIT時 代の到来と騒がれている昨今

ですが、時代の進展 に合わせて図書館サービ

スのあ り方 も絶問な く変化 し続 けていかなけ

ればな りません。 しか しなが ら、駆け足で今

日の状況を迎えた反省 として、コンピュータ

やネットワークを利用 した図書館サービスが

利用者 に十分理解 されていない面 もあるので

はないか との認識か ら、現在の状況 を館報の

誌面を借 りて報告させていただきます。

1.目 録 情報検索 システム

① 図書 目録

KLSS(KinkiUniversityInformationService

System)の 略称 で親 しまれてい ますが、 中央

図書館が所蔵 す る図書約90万 冊の うち約67万

冊の 目録情報 が検索 で きます(平 成12年11月

末 現在)。 未入 力図書 につい ては平成15年 度

末 を 目標 に して 、外 部委 託方式 に よ り逐次 デ

ー タ化 を進めてい ます
。

この システ ム はIBM社 の 汎用機 用 図書館 シ

ステ ム 「DOBIS/E」 を 利用 してい ますが 、イ

ンターネ ッ トや学 内LANか ら標 準 的な ブラ ウ

ザ を使 って検 索 で きる ように、ゲ ー トウエ イ

方式 による新検索システムを別途開発 しました。

た だ し、 プロキ シー経 由で は新 検索 シス テム

の利 用がで きませんので ご留意 くだ さい。
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(http://163.51.2.194)

ま た 、現 在運 用準備 を進 めて い る③ につい

ては本部キャンパス内のみの利用が原則ですが、

「科 学技 術文 献速報 全11編 」 はイ ン トラネ

ッ トで の利 用が 許諾 され る見通 しです ので、

医学 部 ・農 学部 ・生物 理工 学部 か らの利 用が

可 能 となる予定 です。 詳細 につ いて は追 って

お知 らせ します。

3.電 子 ジャーナル

近 年外 国雑 誌 の 出版社 は学術雑誌 の電子 ジ

ャーナ ル化 を積極 的 に進 めて きま したが、実

用段 階 に達 した出版社 はその普及 を図る状況

にな ってい ます 。本学 で もその導 入 を始 め、

現在 以下 の電子 ジ ャーナ ルシス テムが利 用可

能 となってい ます。

①SD21

外 国雑誌 出版社 の最大手で あるElsevier社 が

提供 す る電子 ジ ャーナル システ ムで、傘 下 の

Pergamon,North-Holland,ExcerptaMedicaが 出

版 してい る学術雑 誌 も利用 で きます。傘 下 に

収 め る出 版社 は増 え てお り、 ご く最 近 で は

AcademicPressが 加 わった とのこ とで、今後

の展 開が注 目され ます。

当該 システ ムは近畿 大学 を1つ の グルー プ

と して認定するため、本部 ・医学部 ・農学部 ・

生物 理工学 部 ・工学部 ・九 州工学 部 のいずれ

か で購 読 され てい る雑 誌 は上記6キ ャ ンパス

の全 てか ら共通 して利 用 で きるのが大 きな特

徴です。

通常 は購読 してい る冊 子体 に対応 した電子 ジ

ャーナル しか利用 で きませ んが、2000年 は特

別措 置 として 当該 システ ムに搭載 され た全 て

の電子 ジ ャーナル約1,100タ イ トルが利用可能

です。 この特典は2001年 に も適用 され ますが、

そ れ以降 は本来 の契約 にな り、購 読 してい る

冊子 体 に対 応 した電子 ジャーナ ルの利用 とな

ります。 また 、当初 は最近3年 間分 の論 文 し

か サーバ に搭載 しない との ことで したが、現

在 同社 に よって過去 に遡 った論文 の電子 化が

進行 してお り、利 用 で きるバ ックナ ンバーお

よび論文数が大幅 に増加す る見通 しです。

収緑期間ユーザ数可新

毎週無制限1998一

分 野

自然科学全分野

毎月41969一経済学

3ケ 月41966一教育学

毎月4最近14年分臨床医学・生命科学

3ケ 月41887一心理学

デ ー タベ ース名

②CA専 用NTサ ーバ

化 学 分 野 の 必 須 デ ー タ ベ ー ス で あ る

ChemicalAbstracts専 用 サ ーバ として運用 して

お り、10期 索引期(1977-)以 降 の全件が検 索

で きます。基 本的 にはWindows機 で の利用 と

な りますが 、薬学 部お よび理工 学部応 用化 学

科系統 のLANか らはMacで の利 用 も可能です。

③ 汎用サーバシステム

① ・② 以外 で ネ ッ トワー ク契 約 してい るデ

ー タベ ースに 「判例 体系 」 ・ 「法律 判例文 献

情 報」 が あ り、 図書 館 ・法学 部資料 室お よび

法学部教 員研 究室等 か ら検索 で きますが 、通

常のNTサ ーバ を利 用 しているため、複数 デー

タベ ース を運用す るうえで多 くの 問題が あ り

ま した。そ こで、CD-ROMベ ース の複 数デー

タベ ース を包括 的 に管理 ・運用 す るため のサ

ーバ シス テム を新 た に導 入 し、現在 運用 の諸

準 備 を進 めてい ます。 「科学技術 文 献速報 全

11編 」(2001年4月 予 定)・ 「雑誌 記事索 引」

な どの運用 も予定 してお り、利 用者 のニ ーズ

に合 わせ なが ら漸 次 デー タベ ース の種 類 を増

やす方針 です。

なお、 こ こで紹介 したネ ッ トワーク利用 の

索引 ・抄録 デ ー タベ ースは原則 と して本部 キ

ャンパ ス 内か らの教 職員 ・院生 ・学 生の利 用

に限 られ てい ますが、① に搭 載 され たCurrent

Contentsは 本 部 ・医学 部 ・農学部 ・生物理 工学

部 ・工 学部 ・九州 工学 部の共 同利用 契約 を交

わ しています ので、本部以外 の教職員 ・院生 ・

学生 の利用希 望 につい ては各 々の 図書 館 に ご

相 談 くだ さい。

① お よび② の利用 を希望 され る本部 キ ャ ンパ

スの教 職員 は次 のア ドレス に利 用 申請書が あ

りますので ご利 用 くだ さい。



館のホームページか らリンクが張 られてお り、

利用 方法等 の案 内 もご覧 になれ ます ので、 ご

活用 ください。

中央 図書 館 を中心 と した図書館 の電子 化 に

つ いて概観 して きま したが 、図書館 内か ら利

用 で きる 「日経 テ レコン21」 やス タ ン ドアロ

ンで利用 で きるCD-ROM版 の デー タベース に

つ いて は今 回省 略い た しま した。 これ らの利

用 につ い て は 中央 図書館 の ホ ー ム ペ ー ジ(

http://www.clib.kindai.acjp)や 図書館 発行 の

印刷 物 をご参照 ください。

今 後 ます ます加 速す るIT化 時代 に対 応す

べ く、 中央 図書館 と して積極 的 に取 り組 んで

い くこ とに してお り、そ のつ ど図書 館 ホー ム

ペ ージ等 を通 じてご案 内す る予定です。

(文責 牛 島 裕)

②lnterScience

Wiley社 が提供する電子 ジャーナルシステムで、

現在本 部キ ャ ンパスで購 読 してい る冊子体36

タ イ トル の電子 ジ ャーナルが利 用 で きます 。

現在 の契約 で は本 部 キ ャンパ ス内 か らの利 用

に制 限 されてお り、各 々の電子 ジャー ナル に

同時にアクセスで きるのは1人 のみです。

③ECO(Electr・nicC・llecti・nsOnline)

OCLC社 が 提供 する電子 ジャーナルのゲー ト

ウエ イ システム で、本 部キ ャ ンパ スで冊子 体

を購読 してい る複 数 出版社 の雑 誌 で電子 ジ ャ

ー ナルの利 用が で きる もの を統 括 した システ

ムです。現在128タ イ トルの電子ジ ャーナルが

利 用 で き、各々 の タイ トルへ の 同時ア クセス

可能な人数は15人 になっています。

これ らの電子ジャーナルシステムは中央図書

(平成12年11月30日 現在)中央図書館システム構成図


